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地域開発特別委員会を設置…
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会
推
進
弘
積

的
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昭
和
田
十
四
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
才
入
才
出
予
算
案
な
ど

を
審
議
す
る
た
め
の
三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
六
日
間
に
わ
た
っ
て
関
か
れ
ま
し
た
。

会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
部
で
二
十
四
議
案
で
、
い
す
れ

も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
決
定
さ
れ
、
六
日
閣
の
会
期
を
終
り
ま
し
た

窃~

<> 
無
理
す
る
な
急
ぐ
心
に
事
故
が
待
つ
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屋
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岡

菊

円

辻

一

月

・

一

旧

旧

旧

氾

E

F

h

U

H

-

-

1

i

恥

ι

R
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i品

て
、
石
油
産
業
の
誘
致
が
桁
一
め
て
有
望

な
状
勢
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
推
進
に

当
初
予
算
額
八
、
九
七
七
千
円
一
つ
い
て
議
会
の
意
見
を
求
め
た
い
。

一
、
農
業
護
保
整
備
用
機
械
運
営
特
別
一
認
決

会

計

条

列

の

防

止

一

地

域

特

別

開

発

一

委

員

会

を

設

置

し

て

一
専
門
的
に
こ
の
問
題
に
と
り
組
む
こ
と

プ
ル
ト
l
ず
l
会
計
を
廃
止
し
、
今
一

後
は
一
般
会
計
で
姦
用
す
る
こ
と
に
な
一
を
決
定
、
即
時
委
員
を
選
出
、
次
の
七

一
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

り

ま

し

た

。

一

一
定
数
七
人
(
議
長
を
合
む
)

業

部

次

ロ

一

構

成

委

員

長

後

藤

熊

市

コ
丘
γ

阿

一

一

副

委

員

長

紙

木

徳

之

助

て
石
油
産
業
の
誘
致
に
演
し
議
会
の
一
↑

委

員

二

宮

金

之

助

意

見

を

求

め

る

と

と

に

つ

い

て

一

委

員

門

田

町

内

町

長

説

明

一

委

員

二

宮

義

徳

本
町
の
立
地
条
件
及
び
叫
晶
子
一
界
の
す
う
一
委
員
村
本
武
則

勢

に

か

ん

が

み

、

特

別

開

発

事

業

と

し

一

委

員

一

宮

泰

中

山
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大型開発問題

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
も
の
一
芭

は

、

つ

ぎ

の

と

お

り

で

す

。

一

こ

れ

ま

で

、

一
、
昭
和
四
十
三
年
度
長
浜
町
一
般
会
一
所
得
割
百
分
の
三
@
三

計
及
び
判
別
会
計
補
正
予
算
一
資
産
割
百
分
の
五
十

て

町

議
A
7
談
員
の
報
酬
条
例
一
部
改
一
被
保
険
者
均
等
割
八
百
円

正

一

世

帯

平

等

割

二

千

円

こ

れ

ま

で

は

、

月

額

一

で

し

た

が

、

議

長

二

ハ

、

0
0
0円
一

所

得

割

百

分

の

二

一

@

五

副
議
長
一
三
、

0
0
0円
一

資

産

割

百

分

の

六

十

議

員

一

一

、

0
0
0円
一

被

保

険

者

均

等

割

千

円

で

し

た

が

、

十

世

帯

平

等

割

一

一

千

五

百

円

議

長

二

一

、

0
0
0円
一
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

副
議
長
一
七
、

0
0
0円
一
一
、
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

議

員

一

五

、

0
0
0円
二
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に

改

正

ー

さ

れ

ま

し

た

。

一

の

選

任

一
、
教
育
委
員
会
季
員
の
報
酬
条
例
の
一
櫛
生
坂
東
武
男
氏
再
選
任

一
部
改
E

二
、
一
般
会
計
予
算

と
れ
ま
で
は
、
年
額
一
当
初
予
算
額
四
八
一
三
、
六
三
八
千
円

委
員
長
六
心
、

0
0
0円
二

、

国

保

特

別

会

計

予

算

委

員

四

O
、
0
0
0円
一

当

初

予

算

額

一

O
七
、
一
四
三
千
円

で

し

た

が

、

一

て

国

保

直

診

特

別

会

計

予

算

同
委
員
長
七

O
、

0
0
0円
一

当

初

予

算

額

七

、

四

一

七

千

円

委

員

五

O
、

0
0
0円
一

て

港

湾

施

設

特

別

会

計

予

算

に

改

正

さ

れ

ま

し

た

。

一

当

初

予

算

額

三

、

九

八

六

千

円

て
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
一
一
、
青
島
航
路
特
別
会
計
予
算

堅
議
議
選
議
選
議
選
議
選
選
選
議
選
選
議
選
議
選
選
議
議
選
総
選
選
議
議
選
選
議
選
議
選
ミ
ミ
ミ
ミ
泌
総

青

'K功
同
又
畏
壬
旧
櫛
生
村
長
、
長
浜
町
建
設
課
長
及
び
助
役
と
し
て
二
十
二
年
間
、
町
行
政
に

-7
フ
i
3
1
i
j
H

っ
く
し
て
こ
ら
れ
た
、
清
水
遠
氏
は
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
去
る
三
月
三
十
一

日
付
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
近
く
就
航
予
定
の

長
浜
上
関
高
速
フ
ェ
リ
ー

K
K
で
勤
務
さ
れ
る
予
定
で
す
。
清
水
氏
の
こ
れ
ま
で

の
ど
努
力
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
れ

〔
あ
い
さ
つ
山
私
、
こ
の
た
び
三
月
三
十
一
日
を
以
て
長
浜
町
助
役
の
職
を
ひ

か
せ
て
頂
含
ま
し
た
。
長
年
に
豆
り
皆
さ
ん
の
御
愛
顧
を
得
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

お
礼
申
上
げ
ま
す
。
本
町
も
今
後
大
型
開
発
等
で
飛
躍
的
な
発
展
が
予
想
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
益
々
お
元
気
で
、
明
る
い
町
作
り
に
い
そ
し
ん
で
下
さ

る

よ

う

お

祈

り

し

て

退

職

の

挨

拶

と

致

し

ま

す

。

清

水

遠

以
上
、
こ
の
事
業
が
決
定
に
至
る
間

の
諸
問
題
の
解
決
が
、
四
十
四
年
度
の

重
要
課
題
と
な
る
訳
で
す
が
、
古
一
す
が
重

大
で
あ
る
だ
け
に
、
い
か
に
私
一
人
が

全
智
全
能
止
を
傾
け
ま
し
で
も
、
そ
の
推

進
は
容
易
で
は
な
い
と
存
じ
ま
す
。
議

会
の
み
な
さ
ま
は
じ
め
、
町
民
各
局
の

全
一
面
的
な
ど
協
力
を
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ

と
同
時
に
、
単
に
本
町
内
に
と
ど
ま
ら

ず
隣
接
市
町
村
や
そ
の
影
響
の
及
ぶ
広

域
市
町
村
の
協
力
援
助
を
も
必
要
と

す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ひ
い
て
は

こ
れ
が
大
、
洲
市
と
の
合
併
問
題
へ
の
発

展
の
機
運
を
秘
め
て
お
る
か
と
も
考
え

こ
の
事
業
の
内
容
や
現
在
の
進
展
状
一
る
次
方
で
す
。
と
れ
ら
も
今
後
の
推
移

況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
改
め
て
く
一
と
に
ら
み
合
せ
て
、
と
く
に
考
慮
す
べ

さ
れ
た
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
一
わ
レ
く
ご
検
討
願
う
つ
も
り
で
す
が
、
一
ま
時
械
が
来
る
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
時

す

。

一

分

一

次

目

標

と

し

て

は

、

石

油

精

製

工

一

は

本

町

百

年

の

大

計

に

照

し

て

前

向

守

本
年
度
に
お
い
て
は
、
何
事
に
も
先
一
場
及
び
こ
れ
に
関
空
3

る
電
力
そ
の
他
一
の
検
討
を
行
う
べ
ぎ
だ
と
考
え
て
お
り

が
け
て
、
〕
」
の
大
型
開
発
の
推
進
に
全
一
の
設
備
敷
地
と
し
て
王

O
万
坪
の
用
地
一
ま
す
。

一
一
宮
金
之
助
氏
大
型
開
発
問

E
U
一
一
日
正
ん
土
佐
山
仁

ι出
い
け
一
昨
日
が
じ
引
い
訂
正
下
.
町
一
ぶ

.
U
U
U
M
U
-
-
:

つ
い
て
、
住
民
と
の
コ
ミ
ニ
ケ
イ

ν
三
形
で
や
っ
て
ゆ
く
の
か
。
③
こ
れ
ら
の
一
門
答
弁
回
現
在
の
長
一
字
、
よ
り
良

シ
を
、
ど
の
よ
う
に
亨
え
て
い
る
か
。
一
形
が
で
オ
あ
が
づ
た
場
合
む
効
果
を
説
一
、
方
向
に
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
思
え

j

門

会

己

ま

だ

大

型

開

発

一

明

さ

れ

た

い

。

-

刷

、

ζ

の
時
点
に
大
型
開
発
と
い
う
も

ぬ

野

の

基

本

構

想

が

で

ま

あ

が

っ

一

一

職

職

盤

一

門

答

弁

〕

①

当

面

と

し

て

は

、

石

油

一

の

と

長

浜

町

全

体

の

志

士

山

の

統

一

が

必

噸

時

組

て

な

い

の

で

、

と

れ

が

で

す

一

一

掴
K
対

画

一

精

製

業

、

石

油

化

学

、

発

電

事

業

、

②

一

要

だ

と

思

う

。

そ

の

後

に

お

い

て

、

公

閉

塩

あ

が

っ

た

後

で

行

な

う

べ

き

一

一

鞭

欄

幽

三

一

町

と

県

と

協

調

の

中

で

民

間

的

な

資

金

一

害

、

補

償

な

ど

の

問

題

の

研

究

を

行

な

欄

鰍

謹

だ

と

思

う

。

一

一

醸
輯
醐
‘
l

J

一
を
活
用
し
て
仕
上
げ
る
。
③
産
業
経
済
て
ノ
ベ
ぎ
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
も
し
そ

甥

鳴

幽

二

宮

金

之

助

氏

長

浜

町

一

、

一

需一↑
Z

醐

↑

の

向

上

、

人

口

増

加

、

商

底

の

購

売

力

一

の

結

果

が

、

町

民

に

不

幸

を

招

く

よ

う

闘

阪

臨

の

開

発

は

北

東

に

向

っ

て

進

一

一

関

翻

附

幽

!

一

の

増

大

、

税

財

源

の

増

収

な

ど

が

予

測

一

な

場

合

は

考

慮

す

べ

き

だ

と

思

っ

て

い

橋
線
盤
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
一

J
'

一

額
綴
鐙

l

h

-

J

一
さ
れ
る
c

一る。

守
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
一
;

離

臨

も

っ

て

い

る

か

。

一

二

宮

義

徳

氏

誘

致

が

実

現

し

た

場

醸
麟
門
答
弁
凶
ご
指
摘
の
通
り
一
合
、
公
害
、
漁
業
、
農
業
補
償
お
よ
び

麟
顕
で
あ
り
、
今
後
、
大
型
開
発
一
社
会
的
諸
問
題
に
つ
い
て
、
町
長
の
今

鱒
盤
立
地
条
件
と
考
え
あ
わ
せ
、
一
後
の
基
本
的
姿
勢
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

d
開
専
門
的
な
検
討
を
加
え
て
ゆ
じ
。

占
守
た
い
。

二
宮
義
徳
氏
大
型
企
業
誘
致
の
土

地
造
成
を
行
な
っ
た
場
合
、
①
ど
の
よ

ずつ

と
び

本
町
の
体
質
一

変
す
る

H

町
長
施
政
方
針
演
説
1

私
が
芳
二
期
町
長
杭
位
以
来
進
め
て

参
り
ま
し
た
特
別
開
発
事
業
は
、
か
か

る
観
点
か
ら
、
施
政
の
三
木
の
柱
の
芳

一
に
あ
げ
て
お
り
ま
す
産
業
振
興
の
本

当
の
仕
上
げ
を
行
な
う
に
は
こ
れ
以
外

に
な
い
と
の
確
信
に
す
一
っ
て
、
生
産
と

雇
用
所
得
の
二
本
立
て
の
産
業
構
造
に

基
づ
く
安
定
と
発
川
町
を
目
指
し
て
お
る

も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
手
始
め
の
事
業
で
あ
る
、
ブ

エ
リ

l
の
就
航
と
軽
工
業
の
一
訪
致
は
す

で
に
軌
道
に
乗
り
、
順
調
な
す
べ
り
出

し
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

造
船
ド
ッ
ク
の
問
題
は
以
外
な
と
ζ

ろ
か
ら
全
〈
別
の
方
面
に
発
展
し
、
太

型
石
油
墓
地
の
建
設
と
い
う
、
ま
さ
に

岡
期
的
、
歴
史
的
な
本
町
の
体
質
変
化

を
も
た
ら
す
事
業
の
出
現
に
当
直
す
る

こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
。

失
は
既
に
弦
を
離
れ
た
段
階
に
到
達

し
て
参
り
ま
し
た
。

全
国
総
合
開
発
構
想
と
呼
応
し
て
、

県
で
も
西
瀬
戸
内
工
業
開
発
の
推
進
に

乗
り
出
す
こ
と
を
今
県
議
会
で
も
表
明

力
-
一
を
注
く
と
と
を
加
政
の
最
重
点
事
項

と
し
て
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
利

益

が

優

先

こ
の
仕
事
に
は
ま
た
実
に
多
種
多
一
様

の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
、
み

な
さ
ん
既
に
ど
推
察
の
こ
と
と
存
じ
ま

す。
公
害
防
止
問
題
、
各
種
産
業
補
償
の

問
題
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
交
通
体
系
整

備
の
問
題
、
上
水
道
、
工
業
用
水
道
の

問
題
関
連
産
業
立
地
の
問
題
、
住
宅
団

地
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
ら
に
附
随
し
て
お

き
て
き
ま
す
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
し

て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
す
が
、

私
は
原
則
的
に
こ
れ
ら
の
問
題
が
住
民

の
犠
牲
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
は

絶
対
に
な
ら
な
い
と
固
く
決
意
し
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
事
業
の
進
展
の
段
階
に

お
い
て
、
公
害
と
か
漁
業
補
償
な
ど
直

接
住
民
の
利
害
に
関
連
す
る
問
題
に
つ

い
て
は
住
民
利
益
代
表
の
立
場
に
立
ち

い
ろ
い
ろ
と
住
民
の
方
々
の
生
活
の
形

が
変
っ
て
く
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
よ

り
良
い
結
果
が
生
れ
る
よ
う
、
最
善
の

努
力
を
は
ら
っ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

，2
U
7
J

、

F

'
同
V
べ
z
g
h

，
、
J

割付市町て・・・・・
F
h

業
主
管

A

'
刀

紙
本
徳
之
助
氏
大
型
企
業
の
推
紙

に
政
治
生
命
を
か
け
、
長
浜
の
発
展
を

期
さ
ん
と
す
る
町
長
の
基
本
的
政
治
姿

る上 j泡込めはにう待ど用 うつ埋
とに策ま、、とまは [~í のことて立
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全
町
民
と
広
域

市
町
叫
村
の
確
立
を

紙
本
徳
之
助
氏
大
型
開
発
を
決
定

す
る
肱
川
の
水
資
源
に
つ
い
て
、
も
し

今
後
、
県
の
施
策
に
よ
っ
て
他
の
大
企

業
の
開
発
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
こ
の
水
資
源
を
確
保

で
き
る
確
信
が
あ
る
か
。

門
答
弁
〕
あ
く
ま
で
も
、
肱
川
流
域

の
開
発
を
優
先
に
考
え
て
ゆ
く
べ
ま
で

門
答
弁
凶
現
在
、
開
発
課
の
仮
構
想

の
中
に
も
、
長
浜
港
を
一
大
重
要
港
と

し
て
発
皮
さ
す
よ
う
な
し
〈
み
を
取
り

入
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
出

す
港
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
る
港
と
し

て
の
内
容
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
も
重
点

を
お
い
て
考
え
て
ゆ
ぎ
た
い
。

紙
本
徳
之
助
氏
長
浜
高
校
に
公
害

研
究
も
含
め
た
工
業
課
程
の
併
設
を
県

教
委
に
運
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

門
答
弁
旧
工
業
課
程
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
条
件
守
つ
く
り
に

努
力
を
払
い
た
い
。

渡
辺
仁
之
助
氏

二
宮
金
之
助
氏

紙
本
徳
之
助
氏

内
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
は
現
在
存

続
し
て
い
る
か
。
ま
た
こ
の
利
用
お
よ

び
、
こ
の
会
の
今
後
の
施
策
を
伺
い
た

い
。
ま
た
先
般
当
ム
ー
で
は
こ
の
海
岸
道

路
の
国
道
昇
格
売
動
を
す
す
め
る
こ
と

を
決
め
た
が
そ
の
経
過
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

松
山
大
分
瀬
戸

門
答
弁
凶
こ
の
会
に
よ
る
成
果
は
、

確
実
に
お
さ
め
た
と
思
っ
て
お
り
、
例

え
ば
、
伊
予
市
l
長
浜
簡
の
道
路
の
場

合
を
み
て
も
、
こ
の
会
の
成
果
と
も
言

え
る
べ
く
工
事
が
進
反
し
て
い
る
。
し

か
し
、
今
後
、
地
方
道
の
改
良
だ
け
で

こ
れ
を
や
っ
て
ゆ
く
の
で
は
、
相
位
一
廿
な

期
間
と
多
額
の
金
が
い
る
の
で
、
こ
れ

を
早
く
国
道
に
昇
格
す
る
活
動
を
進
め

る
べ
を
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当

会
は
も
ち
ろ
ん
存
続
し
て
い
る
。
一

，
門
紙
本
徳
市
/
)
劫
氏
政
治
f

の
基
擦
で
あ
一

る
福
祉
行
政
の
某
本
的
見
解
を
具
体
的
一

に
伺
い
た
い
。

門
答
弁
〕
一
函
で
は
大
規
模
な
大
型

開
発
を
す
す
め
、
一
面
で
は
で
き
る
だ

け
細
か
い
所
へ
目
を
く
ほ
っ
た
行
政
を

行
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
行
政
の
バ
ラ
ン

ス
も
と
れ
、
し
い
て
は
福
祉
的
効
果
を

表
わ
す
と
思
う
の
で
、
今
後
も
そ
う
い

う
配
慮
を
払
っ
て
ゆ
き
た
い
。
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そ
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一
秒
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せ
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一
歩
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事
故
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よ
ぶ

(
住
民
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長

主

事

書
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1
・
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
臨
円
臓
ま
た
は
肝
臓
に

疾
患
の
あ
る
方
。

糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の
他
医
師
が
予
防

接
種
を
行
な
う
ζ

と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に

か
か
っ
て
い
る
方
。

2
・
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
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者
。

5
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ア
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体
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方
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ま
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け
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れ
ん
性
体

質
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。
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婦
。

次
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初
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受
け
る
希
望
者
〉

:
二
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い

追
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受
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午|午|午|午|午|午
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有線電話番号簿加除訂正表 (4月分) ト

(訂正) P3緒方7スミ i844番J ~ 
を i915Jに変更 ‘ 

p 16山口栄 i875番紺屋町」を
i685審駒手町」に変更
P32 i植杉和佐吉」を「植杉利
明」に変更
白滝運送
5番』に変更

(廃止)P37畑山暢三 137番
t 松井求 89番

(休止)P33上佐古重喜 200番
4月から?月まで

考

(追加)

頁|氏 名|番号|部落名|備

4!大山岩弘|判千船町|
21 /大和雄日12901郷 |冷凍食品加工

さ41小西利三郎い44/出海港 | 
グ|酒井悦男 /2倒|坂谷 | 


